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研究成果の概要（和文）：精神疾患の親をもつ子どもが経験した年代別の困難と支え、支えに対する子どもの気
持ちを明らかにした。ドイツの支援者との交流を通して児童向け書籍を翻訳出版した。調査結果をふまえ、子ど
ものインサイトに着目したメッセージを検討し、支え（情報、相談、子どもの集い、自分の時間）につながろう
と思える高校生以上向けパンフレット・Webサイトを開発し公表した。高校生・大学生への調査では、パンフレ
ット閲覧後に情報を探し、相談しようと思う割合が閲覧前より多く、パンフレットの有効性が示唆された。一
方、教員研修前後に参加者に質問紙調査を行ったところ、精神疾患の理解や親子への対応・多職種連携への意欲
が有意に向上した。

研究成果の概要（英文）：Identified the difficulties and supports experienced by children with 
mentally ill parents at different ages, and the children's feelings about the support. A German book
 for children was translated and published. Based on the results of the survey, messages that focus 
on children's insights were considered, and a pamphlet and website for high school students and 
older were developed and published to encourage them to connect with support (information, 
consultation, children's gatherings, and time for themselves). In a survey of high school and 
college students, a greater percentage of them were willing to seek information and consultation 
after viewing the pamphlet than before, suggesting the effectiveness of the pamphlet.
Questionnaire surveys of participants before and after the teacher training significantly improved 
their understanding of mental illness and their willingness to deal with parents and children and to
 cooperate with multiple professions.

研究分野：公衆衛生看護学

キーワード： 精神疾患の親をもつ子ども　精神障害者　精神障害者の家族　精神保健　学校保健　ヤングケアラー　
家族支援
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の精神疾患の親をもつ子どもの年代別の困難が明らかになり、子どもへの情報提供や相談による気持ちの支
え、子どもが自分のための時間をもつことの重要性が示唆され、今後の支援の発展につながると考える。また、
子どもが支えとつながろうと思えるWebサイトを公表したことで、これまで困難を誰にも相談できずにいた子ど
もの一助になるものと考える。本研究で開発した教員研修プログラムは教員の親子への理解や対応を促進し、子
どもの身近に理解者が増えることにつながる。また、国が進めるヤングケアラーに関する関係職種への啓発研修
会の参考になるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 欧米では子どものうち、精神疾患の親をもつ子ども（以下、子どもと記載）が 13％以上
（Parker,2008, Mattejat, 2011）おり、子ども自身が精神疾患を発症する割合は一般に比べ
2倍以上である(Pollak, 2008 )ことが明らかにされている。国内では該当する割合は把握され
ていないが、うつ病をはじめ精神疾患患者数は年々増加しており、その子どもの数は少なくない
と考えられる。しかし、その子どもの困難な生活や気持ちに着目した支援には至っていない。 
これまでの調査から、子どもは疾患に関する十分な説明を受けておらず、家庭や学校生活での
困難や苦しい気持ちに対して、寄り添い共に考えてくれる人がおらず、精神的に不安定になるこ
とを明らかにした(田野中,2018)。 
一方、学校教員は当該の子どもが各校一定数おり、関わり方を理解したいという要望があり、
教員研修を行ったところ高評価を得た。これらの成果より、困窮する子どもへの直接的支援と周
囲の大人への子どもに対する理解を促進するという間接的支援の両面からアプローチする必要
があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、精神疾患の親をもつ思春期の子どもの健やかな育成支援を目ざす支援プロ 
グラムの開発である。そのため、第１に、思春期の子ども向けのパンフレットの開発、第 2に、
教員向けの啓発研修プログラムを開発する。 
 
３．研究の方法 
1）思春期の子ども向けパンフレット・Webサイト開発 
(1)子どもの経験に関する調査結果分析とパンフレット内容の検討 
精神疾患の親をもつ対象者 10 名に、子どものころに経験した困難と支えに関して半構造化面 
接を行い、質的記述的研究によりカテゴリーを抽出した。結果を踏まえてパンフレットの内容に
ついて検討を行った。  
 
(2)国内外のパンフレットの把握と支援先進国であるドイツの研究者との意見交換 
  欧州で普及している年代別パンフレットのうち、「It’s my turn（12 歳以上の子どもへの情
報）」や国内外のパンフレットを集約し、内容の相違点や工夫等について分析した。また、支援
が進むドイツの研究者から子ども向けの情報や支援内容について聴取し意見交換を行った。 
 
(3)事前調査 子どもの支えに対する気持ち・子どもから子どもへのメッセージ 
①子ども自身が自分を大切にしながら安心して生活し成長できるために必要な支え（情報、相談、
子どもの集い、自分の時間）を知り、つながろうと思えるパンフレットや Web サイトの開発を行
うため、ソーシャルマーケティングの知見を活用し、子どもの気持ち、インサイト（対象者自身
も意識していない行動の決め手につながる視点）に考慮したメッセージの掲載を目指した。掲載
内容を検討するために事前に子ども 33 名に自記式質問紙調査を行い、支えに対する気持ちを選
択回答と自由記述回答とし、記述統計および質的記述的分析を行った。また、子どもから子ども
へのメッセージの記載も依頼した。 
②中学高校大学生にパンフレットに掲載するイラストや写真、ページ数等のニーズを調査した。 
 
(4)パンフレット作成 
 各種調査結果をふまえ、原案を作成した。原案は精神科医や精神障害者の子ども相談の経験が
豊富な支援者に医学的妥当性や内容の適切さについて意見を聴取し修正した。また、中学高校大
学生のニーズ調査をもとに、デザインで希望が多かった写真の撮影、パンフレットや Web サイト
のデザインをプロに依頼し、手に取りやすく見やすい内容とした。 
 
(5)パンフレット公表前調査 
 精神疾患の親をもつ子どもの集い参加者に公表前のパンフレット案をみてもらい、文章やデ 
ザインについて意見集約を行い修正した。 
 
(6)パンフレット公表後の評価調査 
①保健医療福祉の関係機関 190 箇所、中学校・高等学校 270 箇所にパンフレットおよびアンケー
ト調査協力依頼を郵送した。質問内容は子どもへの紹介や配架の有無についてであった。 
②高校生・大学生 585 名にパンフレット配布、Web サイト紹介を行い、内容に対して無記名調  
査を実施した。質問内容は、対象者の基礎情報と閲覧して各支えにつながろうと思うかを 4件法
で尋ね、その理由を自由記述で求めた。分析は、記述統計および自由記述内容について抽象度を
あげて分類した。 
 
2）教員向け啓発研修プログラムの開発 



(1)教員研修の既存内容の把握と分析とプログラム開発 
これまで調査と研修プレテスト評価をもとに、教員研修の経験豊富な分担者と意見交換を行 
い、内容の改定を行った。 
 
(2)教員研修の実施・評価 
教員研修会（対象 60 名・6時間／回）×6回を実施し、研修会最終年に参加者 40 名に研修会 
前・後に自記式質問紙調査行った。質問内容は受講者の基礎的情報、講習の効果に関する質問内
容は、KAP モデルを参考に作成し、11 段階選択肢への回答および自由記述とした。分析方法は、
評価の前後比較は中央値を算出し、ウィルコクソンの符号順位検定（有意水準ｐ＜.05）を行っ
た。自由記述は質的帰納的に分析した。 
 
４．研究成果 
1）子どもの経験に関する調査結果～子どもが経験した困難と支え 
子どもの困難は全年代を通して【わけの分からぬまま親の症状をみるしかない生活】や【親の
言動に振り回される精神的不安定さ】、【心許せる友達や安心できる場所のない苦しさ】、【我慢だ
け強いられ周囲からも支援を受けられない苦しさ】があった。特に学童期から思春期にかけては
【世話をされない苦しい生活】があり、青年期以降は【青年期以降に発達への支障を自覚する生
きづらさ】が明らかになった。 
子どもは精神面だけでなく生活面を含む困難を家庭内外にもっていた。今後、子どもの疾患理
解や生活を支援し、子どもとの関係づくりをした上で気持ちを支え、青年期以降も支援を行うこ
と、社会での精神疾患に関する啓発活動の重要性が示唆された。 
 
2）子どもの支えに対する気持ち・子どもから子どもへのメッセージ 
 子ども 33 名の各支えに対する気持ちとして、①情報を得てよかったことは「親の病気のこと
がわかった」66.7％、「親への対応の参考になった」51.5％、情報を得られなかった理由は「誰
も説明しなかった」54.5％、「どこに知りたい情報があるかわからなかった」42.4％であった。
②相談してよかった人は、同じ立場の子ども 51.5％、友達 36.4％、親の主治医と学校教員が各
18.2％、相談しなかった理由は、「相談しても何も解決しない」「精神疾患を理解していない」「結 
局自分でしないといけない」「自分のことを理解してくれない」各 60.6％であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自由記述で相談してよかったことは「気持ちを受け止め理解してくれ孤独感が軽減」、「生きづ
らさの原因がわかり問題解決方法や考え方を知ることができた」などがあった。子どもの集いに
参加してよかったことは「同じ境遇の人が親の話や困りごとをわかってくれ感情の共有に癒さ
れた」、「他にも同じように悩んでいる人に出会え一人ではないと思えた」など、自分の時間をも
ちよかったことは「自分を取り戻せなんとか自分を保てた」などがあった。 
 一方、人に相談しようと思わなかった理由として「相談したところで何も解決しない」等があ
った。本研究結果をふまえ、子どもが支えにつながろうと思えるメッセージを検討し、情報誌に
掲載した。 
 

3）図書翻訳出版、パンフレット、Web サイトの公表 

ドイツの児童向け図書「悲しいけど、青空の日 親がこころの病気になった子どもたちへ」を
翻訳し、日本の子ども支援について追記し出版した。また、子どもが支えにつながるように「CAMPs
（精神疾患の親をもつ子ども・若者）～あなたの大切な時間」パンフレット・Web サイトを開発
し公表した。 
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4）パンフレット・Web サイトへの評価 
回答者は高校生 273 名、大学生 44 名の合計 317 名、回答率 54.2％であった。パンフレット閲
覧前後（以下、「前」「後」と記載）の各支えにつながろうと「思う」「やや思う」人の割合は、
「情報を探してみようと思う」は前 45.8％が後 77.3％、「相談してみようと思う」は前 33.5％
が後 46.1％であった。相談では「助けてくれる存在を知った」などがあった。一方、「理解して
もらえなかったら怖い」などの回答もあった。自分の時間では「親のためだけでなく自分の時間
も大切にすることが大事だとわかった」などがあった。 
パンフレット等の配付閲覧により、子どもが支えにつながろうと思えることが示された。一方、
理解されなかったら怖いなど子どもが直面している困難も示され、精神疾患や子どもの直面し
ている困難などについて学校で伝えていくことの重要性が示唆された。今後、本研究結果をもと
に子どものインサイトに着目したメッセージを検討し、掲載内容や啓発方法を検討していく必
要がある。 
 
5）教員研修の実施と評価 
 教員研修会は 6回、教員計 500 名が参加した。前後比較の質問紙調査の分析対象は 40 名であ
った。年代構成は 30 代 19 名（47.5％）が最も多く、学校種は保育園・幼稚園 8名（20.0％）、
小学校 8名（20.0％）、中学高等学校 21 名（52.5％）、特別支援学校 2名（5.0％）、その他 1名
（2.5％）であった。当該の親子と関わった経験は、3～5件の 15 名（37.5％）が最も多かった。
回答を前後比較した結果、「精神疾患の理解」(ｐ＜.001)、「保護者の理解」・「子どもの理解」 (ｐ
＜.001)、「保護者対応への意欲」(p＝.025)、「子ども対応への意欲」（ｐ＝.017）、「同僚・多職
種と連携してみようと思う」（p＝.004）等、全ての項目で有意に向上していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自由記述は、【教員が精神疾患を理解する必要性】では、“精神疾患はあまり身近にないと思っ
ていたが、説明を聞いて心あたりのある家庭がいくつか思い浮かんだ。精神疾患への理解が浅す
ぎた。講習をきっかけにより深く考えていきたい”や【親子の関わり方の理解】【学校間や行政
との連携の必要性と難しさ】などが得られた。講習内容は、学校教員の当該親子の状況・関わり
方の理解促進に効果があることが示された。本研究結果は国が進めるヤングケアラーに関する
関係職種への啓発研修会の参考になるものと考える。結果を踏まえて、今後の研修内容・方法な
どの改善を行う必要がある。 
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